
<図表> 内容： 

 紫外線・可視光等の光からマイクロ波領域の電磁波と有機

分子の相互作用で生成する活性分子の構造と反応性につ

いて検討している。さらに、これらの分子を医薬基本分子や

フラーレンなどポリカーボン材料として用途開発したり、より

簡便な合成法の開発に展開することをねらいとしている。 

 光は電磁波の一種であり、「クリーンで大きさのない試薬」

と云われる。本研究テーマでは、光（フォトン）を電磁波の一

種と捉え、有機分子に対し電磁波でしかなし得ない特異的な

化学変換の実現と機能発現を目指す。それとともに、光反応

や電磁波化学反応、電子移動反応等で生成する反応中間

体の化学を研究することで、化学反応の中身を明らかにする。

この知見をもとに、普遍性の高い有用かつ力量ある化学変

換過程を創出する。  
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コンタクト不良 

フラボノイド・イソフラボノイドの合成 

機能性ポリカーボンの合成 

光DNA切断活性分子の合成 

光照射で活性酸素を遊離する分子 

光片道異性化と 
抗シュヨウ活性分子の合成 
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